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１． 背景・目的 

 次世代大容量メモリ材料として期待される磁性と誘電性の性質を併せ持つマルチフェロイクス材料

は、基礎研究の観点から強誘電性発現のメカニズムの解明、材料応用の面からは室温以上で大きな電

気分極をもった物質探索が盛んに行われている。本研究では、マルチフェロイクス性を示す物質の探

索、および強誘電性発現のメカニズムの解明を目指し、中性子回折、放射光 X 線共鳴散乱実験などを

用いて研究した。 

２． 研究成果 

マルチフェロイクス性を示す物質探索に関して、我々は、

3R-AgFeO2[1].α-NaFeO2[2], 2H-AgFeO2[3], In2NiMnO6[4], 

PbMn7O12[5,6]がスピン秩序が駆動する強誘電（マルチフェ

ロイクス性）を示すことを発見した。特に 3R-AgFeO2に関

しては、強誘電性を示さない CuFeO2の非磁性 Cu イオンを

Ag イオンに置き換えることによって磁性イオンを変える

ことなくマルチフェロイクス性を発現させることができ

た。（図１）（2012 年 8 月にプレス発表）また、中性子回

折や共鳴 X 散乱[7]、対称性解析[8]、焦電気測定[9]によ

って強誘電性発現の機嫌を解明した。 

３． 展望 

本研究によって、マルチフェロイクス性の発現に関し

て、スピン秩序、軌道秩序、それらの対称性が重要であ

ることが指摘され今後の物質探索に大きなヒントを与え

た。今後は、より高温で高い電気分極を示すマルチフェロイクス物質の発見が期待される。 
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図１ AgFeO2とCuFeO2の中性子磁

気反射強度と電気分極の温度依存性 


